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研究成果の概要（和文）：カップルアイデンティティとは、夫婦間に生じる親愛の結果により夫婦の連帯性が維
持されるという特性がある。その表出の特徴として、「私たちは、親だ」という認識である。医師、助産師・看
護師が夫婦の結びつきを強める援助として、夫婦同席での説明、子どもの特徴を示してケアをすることを伝える
ことで維持できるという特徴があることが明らかになった。　　　　　　　　　　　　

研究成果の概要（英文）：The couple identity has the property of maintaining the connection of being 
a uple by the result of the friendship that occurs between the couple. As a feature of the couple's 
identity, even if we are parents or have children's disability, assistant doctors, midwives and 
nurses can help the couple get together at the same time as a couple. It has the feature that it can
 be maintained by explaining and giving care to show the characteristics of the child. 

研究分野： 社会学・心理学

キーワード： カップルアイデンティティ　われわれ意識　助産師の援助　セルフヘルプグループ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
カップルアイデンティティ形成を支援するのは、助産師・看護師などの援助職であるといえる。夫婦間、そして
その夫婦が帰属する地域にも働き替かけて、夫婦や地域の人との交流の場をつくり、妊娠・子育てに夫婦が安心
して臨めるような地域の形成をしていくことが次の課題となった。助産師などの援助職は、地域の状況を踏ま
え、夫婦間に働きかける援助と、セルフヘルプグループとしての機能を有効に使うために、われわれ意識」を高
める援助が必要だと示唆された。そのため、助産師、看護師は対象が望む援助を行うことが重要であると示唆さ
れた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

本章での目的は、夫婦間に形成される「私たち」という現象であるカップルアイデンティティに
ついて、どの様な概念なのか構成要素を明らかにするとともに、カップルアイデンティティ形成
支援における看護職の役割を明らかにすることにある。 

 そして、家族・集団の一形態である夫婦には、夫や妻という役割を担う役割アイデンティティ
（Burke, Jan , 1999, Burke, 2003）、さらに夫婦という集団の一員であることに帰属するアイデ
ンティティが形成される。この帰属のアイデンティティは、それぞれの自己意識と同情、相互の
同一視が含まれた全体性としての「We-ness（われわれ意識」を形成する。この「われわれ意識」
を自己の一部とすることで、他の家族の思考と感情を想像し、親密な結びつきを維持する(G・H 
クーリー；1929/1970)。クーリー以降の研究者によって、夫婦間におけるこの概念を表す表現と
して、「Couple Identity:カップルアイデンティティ」が用いられるようになった 2)。夫婦の親密
な結びつきを維持する機能に関心がもたれた背景には、離婚の増加がある。結婚の満足度は、子
供の有無に関わらず時間的経過によって低下するが、第一子の出産は、夫婦間の結婚の満足度を
急 激 に 低 下 さ せ る 要 因 と な り 、 離 婚 と い う 結 果 を 引 き 起 こ す こ と も あ る
(Belsky,John,1994/1995,Cowan,Cowan,2000/2007,Ether,2010）。つまり、母親・父親という親
役割アイデンティティが形成される過程において、夫婦間の親密な結びつきを維持することが
難しい状況になりうるということである。他に、夫婦間の結婚の満足度を急激に低下させる要因
には、慢性疾患や老いに伴う長期介護もある。また、人によっては、家庭内の役割（親役割や介
護者役割）、職業に付随する役割といった複数のアイデンティティ間において、役割葛藤の状況
も生じる（Burke, Jan,1999: Burke,2003）。欧米ではカップルアイデンティティに関する研究
は、心理・社会学・看護学という分野で研究が進んでいるが、日本ではカップルアイデンティテ
ィというキーワードでの研究は見当たらない。しかし、筆者は、看護師・助産師として働く中で、
「私たちはこの子の親なんだ。」3)「僕たちは助産院で産むことにしたから。」4)と語る対象者と
出会っている。この「私たちは～である。」という表出が、夫婦間にカップルアイデンティティ
が形成されていることを意味している。本研究は、欧米のカップルアイデンティティの先行文献
の検討を通して、看護職におけるカップルアイデンティティの形成・維持に向けた具体的な援助
実践を検討していくことを目的とする。カップルアイデンティティ形成を促進する援助の抽出 

本章では、海外のアイデンティティ尺度の日本語版尺度の開発を行った。fox 氏から父親アイデ
ンティティの尺度の許諾を得たため日本語版父親アイデンティティ尺度の開発も行った。 

対象は、出産準備教室に訪れた妊娠期女性とその夫である。 

 

日本語版 父親アイデンティティ尺度の開発 

研究分担者とともに、Fox から日本語版父親アイデンティティ尺度の開発の許諾を得た。

 



日本語版父親アイデンティティ尺度での概念について、研究分担者と検討し、上記左側にあ

るような尺度名とした。 

 

２．日本語版カップルアイデンティティ尺度の開発 

 

日本語版のカップルアイデンティティ尺度開発 

海外の研究者から許諾を得たカップルアイデンティティ尺度を、共同研究者と日本語に翻訳し
ていった。日本語版カップルアイデンティティの尺度は１７項目となった。 

この尺度を用いて、妊娠期の夫婦への調査を行った。結果、「施設の出産方針について十分な説
明を受けた」「お産が楽しみになった」を含む 5 項目では、カップルアイデンティティとの正の
相関がみられた。 

 

 

次に、NICU に子どもが入院した親に対するカップルアイデンティティ維持につながる援助と
して、セルフヘルプグループに着目した。インタビューガイドを用いて調査を実施した。 

母親からは、ショックから、子どもが頑張っているのをみて、自分も子どもとともに頑張りたい
という心境に代わってきたことを表出していた。また、セルフヘルプグループとの出会いにより 

子どもへの向き合い方が変わり、子どもの障害も含めて受容していく過程をたどっていたこと
が明らかになった。助産師は個人へのアプローチだけでなく、同じ立場の親と出会う場を設けて
当事者の力を引き出す援助も重要であるということが示唆された。 
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